
全国キノホノレム製剤別・神経症状発現前6ヶ月のキノホ／レム使用量 （全国）

1人当 り神経症状発現前 性別 ，神経症状発現前6ヶ月キノホルム盆 ι／人 年令別 ，神経症状発現前6ヶ月キノホルム量g/,人

キノホルム剤の種類
6ヶ月キノホノレム使用量 男 1人当りキノホルム量 女 1人当 りキノホ／レム量 4 0才じUニキノホノレム量 3 9才以下キノホJレム量

平均値 標準偏差
⑨使用

平均値 標準偏差
＠使用

平均値 標準偏差 ＠使用 平均値 標準偏差 ＠使用
平均値 標準偏差 ＠使用

人数 人数 人数 人数 人数

5 3.9 <J 39人
<J 

10人
守

29人
守

2σ人
<J 

19人キ ノ オ、 ノレ ム 43.0 6 1.3" 57.7 51.3 36.2 54.5 38.2 5 3.2 47.5 

ζL マホ／レ ム散 4 0.8 7 0.6 4 52 43.0 4 3.1 131 3 9.8 7 9.0 321 43.4 81.8 300 3 5.7 39.7 149 

ヰ マホ ／レム錠 36.0 。 1 36.0 。 1 36.0 。 1 

之巳 マ ホルム P 11 0.5 104.5 2 110.5 104.5 2 6.0 。 1 215.0 。 1 

ζL ンテロ ・ ピオ
36.5 37.7 254 3 6.0 3 7.4 83 3 6.8 37.8 171 36.1 38.7 177 3 8.2 3 5.7 74 

フ オ ／レ ム 散

＝ンテロ ・ ピオ
21.9 8.8 5 21. 9 8.8 5 21.9 8.8 5 

フ オ ／レ ム 錠

メキサホルム散 7.0 5.9 21 10.l 9.4 5 6.1 3.8 16 6.2 6.9 14 8.7 2.4 7 

強力メキサホ／レム散 31.7 2 7.1 43 41.8 21.7 6 30.0 2 7.5 37 33.3 2 9.1 36 23.3 7.4 7 

強力メキサホルム錠 3 8.8 3 9.0 104 31.3 17.6 31 41.9 44.7 73 40.2 35.4 73 34.7 46.7 30 

以上2種以上の併用 5 3.9 55. 7 86 50.7 41.6 24 55.5 60.6 61 51.6 55.9 61 59.3 55.8 24 

全 国的平成＠の 40.1 56.6 1007 40.4 40.0 2 90 3 9.9 62.l 716 40.7 62.l 68 8 38.8 42.7 311 
種類によらない値）
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キノホルム製剤別・神経症状発現前 6ヶ月のキノホルム使用量（県別）

県 キノホノレム の種類

エマホ／レム ＝マホ／レム ヰマホルム z ンテロビ ヰンテロピ メキサホ／レ 強力メキサ 強力メキサ 2種以上の
}Jlj キノホルム

散 錠 p オフォノレム オフォノレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 併用散 錠

~t 平 均 量＆／人 50.6 96.0 2 7.8 34.0 5.7 4 0.6 56.8 215.5 

海 標 準 偏 差 63.7 。 2 9.0 31.0 。 1 9.7 3 9.1 101.1 

道 キノホノレム使用あ明り人）数 38 1 10 13 1 7 3 3 
（除あ り量不

青 平 均 値 g/,人 39.9 1 0.8 49.6 

標 準 偏 差 32.6 。 32.2 

森 キノホルム使用あ明り人〕数 4 1 3 
（除あ り量不

岩 平 均 値＆／人 22.5 1 3.8 1 7.8 1 8.0 38.6 

標 準 偏 差 1 4.5 8.7 1 4.7 1 0.8 15.9 

手
キノホノレム使用あ り人数

14 7 2 2 3 
（除あ り量不明 ）

宮 平 均 値 g/,人 32.6 49.1 43.6 6.0 19.4 4.6 1 3.2 36.0 

標 準 偏 差 25.8 4 4.9 19.7 。 4.5 。 。 。
城 キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）致 1 6 2 7 1 3 1 1 1 

山 平 均 値g／人 54.9 58.9 4 3.2 11.2 21.9 7 6.0 33.0 

標準 偏 差 59.0 60.9 2 0.5 。 1 2.8 8 3.0 。
形 キノホノレム使用あり人数

55 43 3 1 4 3 1 
（除あ り量不明

福 平 ・均 値 ι／人 19.3 31.5 14.4 

標 準 偏 差 8.8 4.5 4.1 

島 キノホルム使用あり人）数 7 2 5 
（除あ り量不明

茨 乎 均 値 g/人 2 7.7 16.6 33.2 

標 準 偏 差 14.7 9.4 13.7 

城 キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り人）数 6 2 4 
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栃 平 均 量g／，人 4 9.1 3 3.0 215.0 36.8 

標 準 偏 差 5 7.0 31.9 。 1 6.1 

木
キノホルム使用あ り人I) 12 8 1 3 

（除あ り量不明

群 平 均 量g／人 2 3.8 3 6.4 1 8.9 8.1 

標準偏 差 2 2.6 31.0 1.1 。
馬

キノホルム使用あ り人〕数 5 2 2 1 
（除あり量不明

埼 平 均 量g／人 2 9.0 6.3 3 0.6 2 9.5 

標準 偏 差 2 7.6 。 28.8 。
玉 キノホルム使用あ日月り人〕数 16 1 14 1 f除あり情不

千 平 均 量g/人 3 4.0 34.5 30.0 

標準 偏 差 3 6.4 3 8.6 。
葉

キノホルム使用あ り人数
9 8 1 

（除あ り量不明）

神 平 均 量g／人 2 01.0 2 01.0 

奈 標 準偏 差 42 9.7 42 9.7 

｝｜｜ 
キノホルム使用あり人数

7 7 
（除あ り量不明）

新 平 均 量＆／人 3 6.4 21.7 49.6 21.0 41.0 3 5.5 

標準 偏 差 2 9.4 12.4 48.7 17.3 24.2 2 3.7 

潟
キノホノレム使用あり人数

55 11 9 5 27 3 f除あ り骨不明

山 平 均 量 g/人 30.4 3 9.6 21.3 

標 準偏 差 9.2 。 。
梨 キノホルム使用あ明り人）数 2 1 1 

（除あ り量不

富 平 均 量 g／人 56.8 56.8 

標 準 偏 差 4 9.6 49.6 

山
キノホルム使用あり人数

4 4 
（除あ り量不明）
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キノホルムの種類

ヨニマホルム エマホ／レム 之巳マホ／レム 二巳ンテロピ エンテロピ メキサホル 強力メキサ強力メキサ 2種以上のキノホルム オフォノレム オフォJレム
散 錠 p 

散 錠 ム散 ホルム散 ホルム錠 併用

福 平 均 量ι／人 3 2.6 32.l 2 4.1 2.6 2 5.8 46.8 44.9 

標 準 偏 差 3 4.4 26.9 16.4 。 。 4 7.6 51.3 

井 キノホルム使用あ明り人）致 23 8 6 1 1 3 4 f除あ り量不

岐 平 均 量＆／人 45.9 67.8 56.1 3 6.8 2 9.9 43.4 

標 準偏 差 46.8 1.8 63.5 2 7.6 19.6 2 5.5 

阜 キノホルあム使り情用不あ明り人）数 46 2 20 8 10 6 
（除不

静 平 均 量＆／人 3 7.1 44.5 18.0 

標準 偏 差 3 9.5 44.0 7.9 

岡 キノホルムう使り量用不あ明り人〕数 18 13 5 f昨あり

愛 平 ．均 量ι／人 3 3.7 3 8.3 29.2 48.9 2 7.8 36.9 

標準 偏 差 2 3.1 12.7 9.1 4 4.8 1 2.8 16.9 

知 キノ（ホ除fレあムり使量用不あ明り人）数 33 2 1 5 6 7 3 

一平 均 量 g/人 6 6.3 84.0 49.9 83.2 63.3 187. 7 

標 準 偏 差 6 6.1 。 60.5 81.4 44.8 。
重 キノホルム使用あ明り人）叡 17 1 10 2 3 1 （除あり量不

滋 平 均 量g/人 43.4 63.9 21.9 14.4 2 3.9 6 2.2 

標 準 備 差 41.4 5 0.3 18.4 。 G.9 4 2.2 

賀
キノホルム使用あり人寂

27 9 8 1 4 5 
（除あり量不明 ）

尽 平 均 量 g/人 32.9 2 9.0 32.0 36.0 2 5.3 5.6 24.8 7 5.4 

標 準 偏 差 26.6 。 1 4.1 。 1 7.1 。 11.3 44.6 

都
キノホルム使用あり人数

41 1 10 1 18 1 5 5 
（除あり量不明 ）

大 平 均 量 g／，人 41.7 5 3.5 38.0 44.3 2 7.2 10.6 2 9.0 2 7.1 50.0 

標 準 偏 差 44.4 4 7.0 3 8.7 48.4 。 7.9 1 7.8 2 0.8 5 1.1 

阪
キノホノレム使用あり人数

215 22 56 93 1 7 10 6 20 
（除あ り量不明）
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Eノt、平 均 量 g〆人 33.4 30.6 4 3.4 1 0.3 3 3.0 31.9 

標 準 偏 差 2 4.5 1 2.5 34.7 1.3 13.8 18.2 

庫
キノホルム似：用あり人数

22 6 7 2 2 5 
（除あ り量：不明 ）

~ 平 均 量 g／人 4 2.0 12.1 6 3.0 51.0 

標 準 偏 差 21. 7 。 。 。
良

キノホルム使用あ り人）数 3 1 1 1 
（除あ り量不明

和 517- 均 量 ι／人 34.4 9 7.0 31.6 1 0.9 1.5 2 2.5 3 8.0 

歌 標 準 偏 差 3 3.5 59.0 2 0.0 2.3 。 0.3 14.0 

山
キノホルム使JHあり人裂

19 2 6 3 1 2 5 
（除あ り量不明 ）

鳥 平 均 量g／人 2 0.5 15.4 8.7 15.6 52.1 

標 準 偏 会b::主－． 1 5.3 7.4 。 。 。
取

キノホルム使用あり人数
6 3 1 1 1 

（除あり量不明 ）

島 平 均 量g／人 4 6.5 1 7.3 5 8.3 3 8.3 5.2 2 6.0 69.4 

標 i終 偏 差 51.9 2.2 71.1 12.4 。 3.6 42.6 

根
キノホルム使用あ り人数

26 2 11 7 1 2 3 
（除あ り量不明 ）

問 平 均 量ι／人 31.9 3 2.6 1 7.9 7.0 12.0 35.9 

標 f終 偏 差 3 0.4 31.2 。 1.9 。 10.5 

止l
キノホルム世到あり人数

105 97 1 2 1 4 
（除あ り量不明）

広 平 均 量g／人 3 4.3 56.4 304 34.0 41.2 31.9 

標 準 偏 差 2 3.3 13.1 2 8.4 21.2 3.7 。
島

キノホルム使用あり人数
44 2 1 4 24 3 1 

（除 あり量不明 ）

穂、平 均 量＆／人 5 3.1 28.3 16.1 49.6 65.0 112.2 

標 準偏 差 672 5.2 9.9 42.0 9 2.9 76.5 

島
キノホノレム使用あり人蛮

19 4 2 5 6 2 
f除あり量不明 ）
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キノホルムの種類

ζL マホルム ミ巳マホ，レム 之己マホルム ヰンアロピ ζ己ンアロピ
メキサホル 強力メキサ 強）｝］メキサ 2種以上

キノホルム
散 錠 p オアォルム オフ Jノレム

ム散 ホJレム散 ホルム錠 の併用散 錠

香 平 均 量ι／人 362 37.9 26.3 34.8 

標 準 偏 差 2 9.3 32.3 8.5 。
JI I キノホルム使用あり人数

1 5 12 2 1 （除あ り量不明）

愛 平 均 盆＆／人 2 7.5 27.3 22.5 2 3.3 2 2.8 3 7.9 

標 準 偏 差 1 8.9 21.8 。 3.7 。 4.1 

媛
キノホルム使用あり人数

21 1 5 1 2 1 2 （除あ りi量不明）

高 平 均 i立ι／人 2 0.0 14.7 3 5.9 

標 準 偏差 11.7 8.5 。
知

キノホルム佼到あり人）数
4 3 1 （除あり量不明

福 平 均 量g／，人 28.8 28.1 14.4 2.1 2 6.4 6 0.9 10.7 

標 準 偏 差 3 5.5 15.2 12.6 0.9 。 53.2 1.7 

岡 ｜キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）数 31 9 6 4 1 8 3 

長 平 均 企ι／人 542 7 7.0 3 3.8 8.5 5 2.8 

標 準 偏 差 6 9.7 82.8 。 1.4 。
崎 キノfホ除ルあムり使品用不あ明り人）数 12 7 1 3 1 

大 平 均 量g/,人 1 6.5 19.6 8.0 21.2 

標 準 偏 差 6.0 3.4 0.5 。
分 ｜キノホルムり使量刷不あ明り入〕車 7 4 2 1 （除あ ：量不

鹿 平 均 量 g/人 3 1.7 34.2 26.6 

児 標 準 偏 差 10.9 12.6 。
島

キノホルム使用あり人数
3 2 1 （除あ り量不明）
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キノホルム製剤別・神経症状発現前6ヶ月 のキノホルム使用量（病混別 ）

キノホ／レムの種類

病 院 ,81J 主マホルム ζ己マホルム ヰマホルム 二巳ンテロピ ζEンテロビ
メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上キノホノレム i設 錠 p オフォJレ弘 オフォノレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 の併用散 錠

平 均 盆ι／人 32.6 32.4 4 7.8 

1標 準備 差 3 1.7 31.8 。
キノホ／レム使用あ明り人）致 93 92 1 （除あり長不

平 均 fil: g/,人 6 9.9 2 8.4 2 56.4 

2 標 埠 偏 差 101.5 2 9.0 10 1.6 
キノホ／レム使用あり人数

11 9 2 （除あ り最不明

平 均 盆ι／人 5 9.4 60.0 3 3.0 

3標 準 偏 差 60.6 61.2 。
キノ（ホ除ルあムりi史品用不あ明り人〕数 43.0 42 1 

平 均 量ι／人 41.1 19.8 59 7 23.4 55.8 1 9.2 

4標 準 偏 差 41.5 7.6 6 9.0 18.5 32.2 7.3 
キノホルム使刷あ り人数

20 3 4 4 7 2 （除あ り品不明）

平 均 量ι／人 2 9.7 3 8.7 28.0 

5標準 偏 差 1 4.4 。 1 5.1 
キノホルム使用あり人数

6 1 5 
（除あ り量不明）

平 均 量 g/,人 3.6 3.6 

6標 準 偏差 。 。
キノホルム悦川あり人）数 1 1 

（除あ りfil不明

平 均 量ι／人 3 6.5 40.0 2 9.9 43.4 

7標 準 偏差 24.8 28.1 1 9.6 25.5 

キノホルあムり使量用不あ明り入）車 23 7 10 6 （除
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キノホルムの種類

病 院 ZIJ 二巳マホルム 之巳マホ／レム 主ンアロピ 之巳ンテロビ
メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上キノホルム

ζ巳マホルム
オフ訓Jレム コオフォ／レム

散 錠 p 
散 錠 ム散 ホノレム散 ホルム錠 の併用

平 均 量ι／人
8標準 偏 差

三平ヌ（京除7レあムり使量用不あ明り人）数

平 均 量v人 8 4.0 8 4.0 

9標 準 偏 差 。 。
キノホルム使用あり人数

1 1 
f除あ り量不明）

平 均 量g/人 38.4 36.0 1 7.4 5.6 119.0 

10 標 準偏 差 44.2 。 10.5 。 33.0 

キノホルム使用あ明り人）数 10 1 6 1 2 f除あり量不

平 均 量ι／人 64.6 67.7 2 8.0 

11 標 準 偏 差 54.3 55.5 。
キノホルム使用あ明り人）数 13 12 1 ’（除あり量不

平 均 量＆／人 5 3.7 66.8 8.0 36.6 43.3 

12 標準 偏 差 59.0 68.5 4.5 24.8 2 0.9 
キノホルム使用あり人数

30 19 3 4 4 （除あり量不明）

平 均 量ι／人 312 21.0 25.9 36.l 5 4.0 

13 標準 偏 差 2 4.8 9.2 2 3.7 28.1 。
キノホルム夜肩あり人数

21 4 6 10 1 （除あり量不明）

平 均 量＆／人 43.9 2 7.0 67.9 37.9 2 8.4 8.8 41.7 

14 標準 偏差 51.4 。 7 4.6 38.2 3.4 4.4 22.2 

キノ（ホ除ルぎム使り量用不あ明り人）数 30 1 9 13 3 2 2 

1
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平 均 量ε／人 4 9.7 3 8.0 3 8.7 114.5 16.2 2 8.2 9.0 

15 標 準 偏 差 54.5 。 1 3.3 86.2 。 3.4 。
キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り入〕車 14 1 6 3 1 2 1 

平 均 量 g/,人 42.5 3 9.3 3 6.2 9.0 81.2 

16 標 準 偏 差 38.7 20.9 24.9 0.9 72.l 

キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り人〕叡 48 14 25 2 1 

平 均 量＆／人 3 2.2 34.9 15.8 

17 標 準 偏 差 11.3 9.9 。
キノホルム使用あ明り人）数 1 6 1 

（除あり量不

平 均 量ιぺ人
1 8 標 準 偏 差

キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）叡

平 均 量ι／人 3 72 69.5 36.2 3 6.1 

19 標 準 偏 差 22.4 。 25.3 20.9 

キノホノレム使用あり人数
29 1 6 22 

（除あ り量不明 ）
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表 59 キノホルム製剤別 ・一 日投与量・ 投与日数

一日投与量 投与日 数

キノ ホルム剤の種類
人 数

平 均値 標準偏差 平均 値 標 準偏差
（除量不明 ）

g／人 日／人

キ ノ ホ Jレ ム 1.71 1.3 6 3 9.1 3 9.2 39人

孟マホルム散 1.3 7 0.4 9 3 2.4 54.3 452 

エマホ ／レ ム錠 0.9 0 。 40.0 。 1 

よL マホルム P 1.1 3 0.12 89.0 83.0 2 

ユンテロ ・ピオフォルム散 121 0.31 30.9 31.9 2 54 

品ンテロ ・ピオフォノレム錠 1.3 7 0.5 4 17.2 94 5 

メキサホ ル ム 散 028 0.26 2 7.3 17.3 21 

強力メキサホルム散 0.9 6 0.32 40.2 41. 7 43 

強力メキサホルム錠 11 5 0.24 32.3 23.1 104 

以上 2種以上の併用 1.1 5 0.4 6 4 6.4 38.7 86 
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キノホノレム製剤別・神経症状発現前 6ヶ月のキノホノレム使用量（プロック別）

フ キノホルムの種類
ロ
ツ

ζ巳マホルム ζ巳マホルム 二巳マホJレム エンテロピ ヰンテロピ メキサホノレ 強力メキサ 強力メキサ 2種以上ク キノホルム オフォ ルム オフォルム
5Jlj 散 錠 p 

散 錠 ム散 ホルム散 ホノレム錠 の併用

全 平 均 量 g/人 40.l 53.9 40.8 3 6.0 110.5 3 6.5 21.9 7.0 31.7 3 8.8 5 3.9 

標 準 偏 差 5 6.6 43.0 70.6 。 104.5 3 7.7 8.8 5.9 2 7.1 3 9.0 55.7 

国
キノホルム使用あり人数

1007 39 452 1 2 254 5 21 43 104 86 （除あ り骨不明

~t 平 均 量 g/人 5 0.6 96.0 2 7.8 3 4.0 5.7 40.6 56.8 215.5 

海 標 準 偏 差 63.7 。 2 9.0 31.0 。 19.7 3 9.1 101.1 

道
キノホノレム使用あり人数

38 1 10 13 1 7 3 3 
（除あ り量不明）

東 平 均 量 g/人 43.3 40.3 48.4 6.0 27.9 7.9 20.2 49.9 37.2 

標準 偏差 48.8 3 3.1 53.6 。 1 9.0 3.3 1 2.0 56.1 14.0 

~t 
キノホJレム使用あ り人数

96 4 63 1 8 2 5 9 4 
（除あり量不明）

関 平 均 量＆／人 45.7 5 8.4 215.0 35.6 30.0 21.0 41.0 2 8.8 
東
甲 標 準 偏 差 1192 19 3.1 。 33.6 。 17.3 24.2 212 
信

キノホJレム使用あり人数
越

（除あり量不明）
112 40 1 33 1 5 2 7 5 

中 平 均 量ι／人 4 2.5 59.2 44.6 40.9 2.6 53.9 29.0 52.7 

部

~t 
標準偏差 44.1 1 9.8 4 8.9 42.0 。 42.l 23.4 50.0 

陸
キノホルム使用あり人数

141 5 70 22 1 4 25 14 
（除あ り量不明）

近 平 均 量ι／人 3 9.8 5 6.0 38.7 36.0 3 9.6 16.4 9.6 2 7.7 2 6.0 50.9 

標 準 偏 差 40.7 48.9 36.8 。 43.5 10.8 7.1 17.5 14.4 44.1 
畿 キノホルム使用あ り人数

（除あ り量不明 ）
327 25 88 1 130 2 10 11 19 41 

表 60 

l
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フ
キノホルムの種類ロ

ツ
ζ巳ンテロピ ζ巳ンアロピ

ク ζEマホルム エマホルム 之巳マホ／レム メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上
.BIJ キノホJレム

散 錠 p 散オフォ Jレム オフォJレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 の併用錠

中 ｜平 均 量＠／人 3 4.2 36.8 34.2 33.7 6.4 26.0 302 48.4 

標 埠 偏 差 3 3.1 21. 7 3 6.8 19.8 1.8 3.6 1 3.8 30.1 

国 キノホルム使用あり人数
181 4 12 5 33 3 2 5 9 除あ り量不明

四 平 均 1量砂／人 37.4 30.l 2 3.9 23.3 49.6 55.9 7 5.1 

標 準 偏 差 44.1 25.2 1 0.1 3.7 42.0 82.0 65.7 

国 キノホルム使用あり人数
59 34 

（除あり量不明） 6 2 5 8 4 

九 平 均 量包／人 33.l 42.6 15.2 2.1 13.0 60.9 2 2.1 

lH切。l

標 準 偏 差 44.7 53.5 1 2.5 0.9 7.8 532 15.l 

~~i 
キノホノレム使用あり人数

53 22 9 4 4 8 6 （除あり量不明）



キノホルム剤椅類別、 神経推状発現前6ャ月＼
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